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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【入院】
・差ヶ久保　清文様～東病棟Cユニット4号室に医療保護入院となる。

【ユニット移動】
・佐藤　鉄男様～東病棟Cユニット4号室→東病棟Bユニット2号室

【部屋移動】
・斎藤　恒男様～東病棟Bユニット2号室→東病棟Bユニット1号室

＜患者様連絡事項＞
・長根　とし子様～栄養に連絡し8/19は他科受診がある為、朝食を7：00に早出しして欲しい事を伝えている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。解放観察時は他室侵入繰り返し迷惑行為あり、早めに解放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。8:00～20:00までの開放観察指示あり。他者とのトラブルや不穏興奮なく対面時も粗暴性なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

[bookmark: _GoBack]・磯嶋　茜様～朝食は全量摂取後嘔吐。プラスチックスプーンを割って隠し持っており、下膳はスタッフ4名で対応するが、スタッフに掴みかかる、蹴りつける等の粗暴行為あり。自傷行為はない。その後もマットレスと自信をバリケードにし、自室内で壁蹴り、ドア蹴り、出窓叩き等の粗暴行為あり。柞木田Drよりジプレキサ筋注指示あり、スタッフ4名で入室し対応。9:30右肩に実施している。その後も自室内の巾木外し、出窓や壁、ドアをそれで打ち付けたり、ドア蹴り、ドア叩きあり。主治医に状態報告し診察の結果、16：18終日隔離終了、16：20身体拘束開始となる。拘束時に拒否無く応じている。また、本日2本/日、翌日から3本/日で点滴開始となる。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・鈴木　國男様～終日隔離中。配膳時スタッフに詰め寄ることはあるが、無理やり出ようとすることはない。時折ドア蹴りあり。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。自室で過ごし不穏興奮や易怒性見られず。13:30本人希望にて不穏時レボトミン錠5mg　6T ＋ トリヘキシフェニジル2㎎ 1T内服。壁、ドア叩きなどもなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。									
・長根　瞳様～身体拘束中。午前午後2時間の両下肢開放観察の指示あり。下肢拘束開放時危険行動や拘束帯すり抜けなし。対面時放歌、ニヤツキあるが易怒性や不穏さなし。拘束部位皮膚障害、循環障害なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜村上Dr診察情報＞
・居ヶ内　米作様～本日からドネペジル3mg→5mg、レキサルティ0.5mg→1mgに増量、トラゾドン開始との指示あり。

・浅水　武久様～次回処方分からドネペジル3mg→5mgに増量との指示あり。

他の患者様に指示・処方内容に変更無し。

＜金Dr診察情報＞
指示・処方内容に変更無し。

＜入院患者様情報＞
　日　　時：令和7年8月11日　11:56
　氏　　名：差ケ久保　清文（さしがくぼ　きよふみ）様
　生年月日：昭和13年1月28日（87）
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：金Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　現在妻と長男の3人暮らし。平成30年2月、八戸市立市民病院にてペース
メーカー植え込み術施行。令和5年頃より 、人が入ってきた等幻視様の訴
えをすることはあったが頻度は少なく家族は気にとめていなかった。今思
えば、同時期より物忘れはみられていた。徐々に記憶力低下は進行してい
た。令和7年4月頃には妻が骨折で入院。その後退院してきたが、同年7月1
2日頃には「誰かが入ってる」「泥棒」といった訴えを起こし 、警察を呼
ぼうとしたため家族は電話線を抜いて対策をとった。夜間妄想や幻視にか
られ声をあげて目覚めることもあり、30分程で入眠はできているが上記症
状は夜間が多い印象。難聴であり、記憶力は数時間前の事も忘れる程度。
ケアマネージャーより精神科を受診するよう勧められ、かかりつけ医の聖
マリアハートクリニックより紹介され受診しR7.7.30当院初診 。初診時に
は症状落ち着いており、抗認知症薬処方となりサービス調整をしていくこ
ととなっていた 。しかし長男より8/3頃から幻視の症状が再燃し妄想言動
も見られ、夜間覚醒し自宅を出ていくのではないかとの不安があるとのこ
とで入院対応の希望あり調整となる。
　上記経過により東病棟Cユニット4号室に医療保護入院となる。

